
2022 年度 国立大学法人千葉大学卒業研究発表会［園芸学部緑地環境学科］（2023 年 2 月） 

 

109 

● 制作  

大地の息吹―地熱資源の多次元利用に向けた  

地熱発電所のランドスケープ提案― 

櫻庭 由樹   園芸学部 緑地環境学科 環境造園学プログラム（主指導教員：章 俊華） 

SAKURABA Yoshiki 

 

１．研究の背景と目的 

2050 年カーボンニュートラルが宣言され再生可能エネルギ

ーによる発電に注目が集まっている。その中でも地熱発電は

日本に適した発電といえる。日本における地熱資源量は世界

第 3 位となっており、その活用には期待がかかっている。し

かし現状、地熱発電による発電容量は世界で第 10 位にとど

まっており、有効活用できているとは言えない。開発が遅れ

ている原因として地熱資源の約 8 割が国立公園内に位置する

ことが挙げられるが、地熱開発に向けて規制緩和が進んでお

り、今後地熱発電所の増加が予想される。また再生可能エネ

ルギーは分散型の発電として地域電力を支える役割を担うこ

とが多い。そこで地熱発電所を地域のコモン空間として捉え

直し、地域にひらかれた空間利用のあり方を考える。 

 

２.研究の位置付け 

地熱発電所のランドスケープを考える上でその景観への配

慮のためにエコロジカルランドスケープの手法を用いた設計

パタンが既にまとめられているが発電空間の利用については

エコツーリズムを推進すると記載され、参考事例の紹介にと

どまっている。また地熱の活用方法については多岐にわたり、

地熱資源のカスケード利用が重要だと言われている（河

野,2011）。現在、地熱熱水の利用の方針も立てられており、

①地熱発電所外にある農業施設、温泉施設等に熱水を供給す

ること、②これら農業施設、温泉施設等から利用後の熱水を

回収し地下に還元処理することの二点があげられている（環

境省,2013）。以上のことから地熱資源のカスケード利用と

熱水の直接利用を方針としてその空間の可能性を視覚的に、

体験的に示すものとして本提案を位置付ける。 

 

３.方法 

地熱発電の仕組みへの理解と現状の課題について文献調査

をした。大霧発電所に対象地を決定後、現地調査を行い大霧

発電所の周辺景観の特性と、発電施設の特徴をまとめ、発電

空間の要素を抽出することで設計提案に活用した。 

 

４.対象地と地熱発電所の調査及び分析 

対象地は鹿児島県霧島市牧園町にある大霧発電所とした。

霧島火山の中腹部、霧島錦江湾国立公園普通地区に位置して

おり、周囲にはスギ・ヒノキ人工林と牧野が広がっている。

地域産業が隣接し、霧島と桜島を望むことができる景観の魅

力を併せ持つことから本制作の対象地に決めた。地熱発電の

空間形態を把握するために地熱発電の仕組み（図１）と大霧

発電所の施設概要（表１）について文献調査及び現地調査か

ら以下にまとめ、発電空間の要素を抽出した。 

 

図１地熱発電の仕組み 

表１大霧発電所施設概要と空間要素 

 

以上の空間要素をもとに大霧発電所の設備更新を想定した

建て替え計画案としてそのランドスケープを提案する。 
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